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阿波銀行の概要（2024年3月現在）

行 是

堅 実 経 営

経営方針

商 号 株式会社阿波銀行
（The Awa Bank,Ltd）

本店所在地 徳島市西船場町二丁目24番地の1
創 業 1896年6月21日

設 立 1896年6月19日

資 本 金 ２３４億円

店 舗 数 １０５店舗（県内83,県外22）

CD・ATM数 １８１店舗

従 業 員 数 1，３16人

預 金 残 高 ３兆３,４０９億円

貸出金残高 ２兆３,３９８億円

自己資本比率 10.72%（連結）

（国内基準） 10.43％（単体）

格 付 AA-(JCR)、A+(R&I)

一、信用の重視
一、地域への貢献

一、お客さま第一

一、人材の育成

一、進取の精神



阿波銀行は
変化が激しく不確実性の高い環境下にあっても全役職員が一体となり
世代を超えたパートナーシップ「永代取引」を実践することで
取引先の企業価値向上とお客さまの金融資産形成をサポートするとともに
持続可能な地域社会の実現に貢献します

当行理念

存在意義

永代取引による
お客さま感動満足の創造と
豊かな地域社会の実現

永代取引とは:「お客さまと世代を超えた息の永い取引を継続し、お客さまの永続的な発展に寄与していく」
という当行の伝統的営業方針

お客さま感動満足とは:お客さまの期待を超える「感動満足」の創造をめざす当行独自の考え方

消費者志向自主宣言

１．みんなの声を聴き、かついかすこと
２．未来・次世代のために取組むこと
３．法令の遵守／コーポレートガバナンスの強化をすること

取組み内容につきましては、「阿波銀行統合報告書2024」も合わせてご参照ください
URL:https://www.awabank.co.jp/about/report/disclosure/

取組み内容



阿波銀行の価値創造プロセス



１．経営理念

●創業の思い

●行是・経営方針

●大切にする考え方

・恕

・永代取引

●銀行員の心得

２．行動指針

●心を高める

●チームで仕事をする

●金融のプロになる

●お客さまの頼れるパートナーになる

みんなの声を聴き、かついかすこと

阿波銀行は経営方針に「お客さま第一」を掲げ、「お客さまへの感謝の気持ちを原点に行動する」 という想いを
全役職員が共有し、お客さまから選ばれ続ける銀行をめざしています。



みんなの声を聴き、かついかすこと

営業店での勉強会の様子

●お客さまの声を経営に活かすしくみ
当行では、お客さまの声を具体化するしくみとして、本部横断的な「お客さまの声検討委員会」を毎月開催しています。

当委員会では、営業店窓口やお客さまサポートセンターに寄せられた「お客さまの声」を収集・分析し、各部署と共有す

ることで、商品・サービスの改善を実施しています。

「感謝・お誉め」、「意見・要望」、「苦情」などの「お客さまの声」は

営業店にも還元され、親切で丁寧な説明方法などについて勉強会

を実施しています。このような勉強会を実施したことやその内容につい

て、各営業店が行内インフラに投稿することで全店の情報の共有化

を図り、サービスの品質向上を心掛けています。

これらの投稿を閲覧した職員・役員からも「いいね!」をもらうことで励みに

つながっています。2023年度に寄せられたお客さまの声は、1.741件にのぼります。



お客さま感動満足
（Customer Impressive Satisfaction）をめざして

ダイアログを行いながら、職員が自ら考え行っていく

営業店プログラム
3つのテーマ「CIS向上」「付加価値創造」「業務改善」

各店舗にCISリーダーを任命し
それぞれの店舗特性にあわせた取組みを
実践しています。

ＣＩＳ向上に向けた、支店内での勉強会

Ｔｅａｍｓで営業店のＣＩＳ
向上取組みの好事例を共有

雨天時に来店された お客さま
には、タオルを お渡しする心配り

徳島の魅力を知っていただくた
め、県外支店でＥＣモールを
紹介

小学生などの職場体験を各支店で
随時受付
銀行員の仕事について知る機会を提供

みんなの声を聴き、かついかすこと



●金融先進県への取組み
「金融先進県」の実現とは、地域の方々が広く資産運用に関する知識を有し、欧州並みの割合で資産運用を行うことで、
全国トップレベルの金融資産を有する豊かな地域が実現することです。

未来・次世代のために取組むこと

朝会の様子

ペア制を導入（右:当行職員、
左:野村證券からの出向者）

■野村證券出向者との協働
野村證券との包括的業務提携では、提携効果を最大限発揮するため、職員同士

の融和を目的にさまざまな取組みを行っています。アセットコンサルティング部では、毎日営

業店とオンラインで“朝会”を実施し、情報共有をしっかりと行うほか、当行職員と野村證券

の出向者が一緒になってお客さまを担当するペア制を導入し、人材育成と同時にコンサ

ルティング能力の向上につなげています。

■金融教育・出張授業の充実
当行は、子どもの頃からお金の大切さや仕組み・役割等の金融リテラシーを身につけ、

社会人として主体的に行動できるよう、金融教育・出張授業を通じた支援を行っています。

2022年７月には徳島県と金融経済教育充実のための連携協定を締結し、地域一体

となって徳島県の金融リテラシー向上に取組んでいます。

2023年度は、出張授業を42校2,739名の方へ実施しました。

■職域での資産形成に向けた勉強会の実施
当行職員が、NISAの制度概要の説明から現在の経済情勢等を説明し、

人生100年時代に向けた資産形成のセミナーを実施しています。



使う緑化プロジェクト 寄付金から県内の幼稚園に県産材で制作

した木製おもちゃを寄贈

森づくりボランティア「あわぎんの森」

あわぎんai-mo通帳新規・切替数に応じ寄付

●徳島の森を守る活動
徳島の豊かな自然を次世代に残すため、循環型の森林保全活動の取組みをおこなっています。ペーパーレスの推
進と、お客さま参加による地域の環境保全への意識醸成、そして子どもたちの木育活動という好循環の流れが生ま
れています。

ペーパーレス あわぎんai-mo通帳の推進

「とくしま協働の森づくり事業」
に基づく「ＳＤＧｓ森づくり宣言」

未来・次世代のために取組むこと



エコカーの導入 環境に配慮した素材の利用

あわぎんecoプロジェクトでは、さまざまな環境保護活動に取組んでいます

アドプト・プログラム
吉野川清掃「うちの土手」

再生可能エネルギーの活用

●徳島県の資材を活用した店舗づくり

阿南支店

市場支店

藍染め杉

未来・次世代のために取組むこと



エコノミクス甲子園 徳島大会
クイズを通して、高校生の金融リテラシー向上に
貢献しています

スポーツ大会（野球・サッカー・ソフトテニス・ミニバスケットボール）
創業100周年記念事業として、1996年から当行および公益財団法人阿波銀学術・ 文化振興財団が主催しています

親子ふれあい金融機関見学
普段見ることがない銀行館内の見学会は、
親子で楽しめるイベントとして好評です

●未来を担う子どもへの支援活動
地域金融機関として金融経済教育の機会を提供をするため、金融機関見学会やエコノミクス甲子園などを実施しています。

また各種スポーツ大会を開催し、子どもたちの健やかな成長につながる取組みも続けています。

未来・次世代のために取組むこと



職員が余剰食品を持ち寄り、こども 食
堂などを支援するフードバンク活動 に
協力しています

フードドライブによる食品ロス削減

●地域の活性化、社会課題の解決に向けて

阿波銀行学術・文化振興財団による助成 阿波銀福祉基金による助成

優れた学術・文化の振興と発展に資することを
目的に設立した公益財団法人阿波銀行学術・
文化振興財団を通じて、徳島大学と地元企業
の共同研究に積極的に助成しています

徳島県内の児童福祉施設や保育園、高齢者
や身体障がい者の福祉施設・団体に必要な備
品や教材の寄付、施設の整備等幅広く助成を
続けています

プラットフォーム事業

地域資源の活用や新たな価値創造、 販
路拡大支援など、ＥＣモール事業を 通じ
て課題解決と地域社会とお客さま の持続
的な発展に貢献します

助成額件数
累計助成実績

（2024年6月末現在）

122百万円232件学術部門

89百万円521件文化部門

211百万円753件合 計

脱炭素社会の実現に向けた自治体との連携協定

未来・次世代のために取組むこと



危機管理態勢、業務継続体制強化への取組み

法令の遵守／コーポレートガバナンスの強化をすること

●基本的な考え方
銀行は、金融機能を通じて、経済、社会の発展に貢献するという公共的、社会的使命を担っています。こうした使命を全うする

には、業務の健全かつ適切な運営と社会からの信頼を確立しなければなりません。銀行としてお客さまの信頼にお応えするには、

コンプライアンスの徹底が必要不可欠です。コンプライアンスとは、一般的に法令等遵守と訳されていますが、当行では、法令のみ

ならず社会規範、行内規則等も含めたものとして幅広く捉え、コンプライアンスの充実・強化に取組んでいます。
●コンプライアンス態勢
リスク統括部にてコンプライアンス全般を統括するとともに、コンプライアンスに関する重要事項を協議・決定する全行的機関として、

経営管理委員会を設置しています。」また、部店⾧をコンプライアンス責任者、次席者をコンプライアンス担当者として全部店に配

置するなど、コンプライアンス態勢を整備しています。

●コンプライアンスの徹底
コンプライアンスの基本方針、遵守基準、規程を制定し、職員の公私両面にわたるコンプライアンスの徹底を図っています。また、職員の

コンプライアンスに対する理解を深めるために、コンプライアンス・マニュアルを発行し、各部店での勉強会や自己啓発等のテキストとして積極

的に活用することで、コンプライアンスの研鑽に努めています。コンプライアンス研修は、階層別、職務別研修の他、月１回「コンプライアンス

の日」を設定し、部店内研修を実施しています。さらに、コンプライアンス担当者の研修を定期的に開催し、重要なコンプライアンス事項を

全部店に徹底しています。また、定期的に全職員を対象とするコンプライアンス・チェックを実施しています。



◆あわぎん号

危機管理態勢、業務継続体制強化への取組み

14

当行は、地域のリーディングバンクとして、大規模 災害等が発生した場合に、預金の払出しや資金決済など金融イン
フラを維持できるよう危機管理態勢、業務継続態勢の強化を進めています

法令の遵守／コーポレートガバナンスの強化をすること

◆大規模災害を想定した災害対応訓練


